チョクセツコウ スイッチ フゴウ ブンカツ タゲン セツゾク ホウシキ ヲ モチイタ ムセン アクセス ネットワーク ニカンスル ケンキュウ by パク, サンゾ et al.
Osaka University














平成 11 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科通信工学専攻
学位論文名 Direct Optical Switching Code Division Multiple Access Systems 
























のマルチメディア端末へ容易に分配する為に電波を光ファイパにタンデムに接続する CATA CCAble-To-the-Air) 
システムの概念を検討している o その検討により，加入者からの無線信号を光領域にそのまま多元接続する直接光ス
イッチ符号分割多元接続方式 CDOS-CDMA : Direct Optical Switching CDMA) を新しく考案し，その動作原理を
明らかにしている。さらにパス型光リンク上で基地局を直接光スイッチを用いて接続する方式を提案し，その方式を
使用した場合の受信 CIN 比 CCarrier to Intermodulation and Noise Power Ratio) について理論的な解析を加え，
従来から使用されている手法と比較し，その有効性を明らかにしている。
第 4 章では， DOS-CDMA 方式に通常の無線通信で使用されている疑似ランダム符号 CPN 系列)を適用可能とす
るため，バランス型受信機を用いた光反転相関受信機 COPRC : Optical Polari ty Reversing Correla tor) を新しく
提案し，光反転相関受信機を用いた光 CDMA 無線ハイウェイについて受信 CIN 比の理論解析を行い，その特性を明
らかにし，提案方式の有効性を示している O
第 5 章では，通常の PN 系列の全期間で相反する時間で別ファイパに光信号を伝送する反転強度光 CDMA 無線ハ




































割多元方式に関する研究を行い， DOS -CDMA, OPRC 受信機， ROI-CDMA 無線ハイウェイ等の各種構成法を新
たに提案し，いずれに対しても十分な特性を有していることを明らかにしている o 以上のことから共通の光ファイパ
パスリンクを使用するだけで複数の基地局で発生している各種の電波を柔軟に分岐・交換することが可能となる。こ
れらの成果は，今後の移動通信ネットワークの周波数利用効率向上に寄与するところが大であるばかりでなく，家庭
内における各種映像端末への電波による配信やワイアレスLAN 等に対しても適用可能であり波及効果の高い技術で
ある。以上に示したように本論文で得られた成果は，通信工学の発展に寄与するところが極めて大きし」よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
? ?? ?
